
TennesseeWilliamsにおける対立の揺らぎ

｣∫打eefcαr入b∽edβe∫ire論

坂本 美枝

RichardGrayは､ポスト･｢サザン･ルネッサンス｣を担うペき作家､詩人､一作

家が､ある｢危険な｣傾向を示していると､乃e助erα血reげ〟e〝10ワニ〟ode川耶血相

qftheAmericanSouthの中で述べている｡WilliamFaulknerを頂点として両大戦間期

に隆盛を極めた｢サザン･ルネッサンス｣の遺産は､新しい､各々の独自のヴィジョ

ンを持っていなくとも､あるレトリックや常套句を用いさえすれば｢南部的｣な経

験を措きうるという｢誘惑｣として､後代の文学者達に作用している､とGrayは主

張する｡南部の作家として人間の経験を措くために､価値観よりも｢スタイル｣を

重んじている顕著な例として特に挙げられているのがTruman Capote とTermessee

Williamsであり､彼らが南部を措く手法は次のように論じられている｡

neworldsoimaginedhardlyexists-･州r,atleast,hardlydeserveSCOnSideration一-On

any Otherlevelthanthe decorative:it offers us agroup of charmlng grOteSqueS,

preservedinamber.Whatis Southernaboutit,rea11y,1SnOta Certain quality of

PerCePtion,a SenSe Ofengagement between past and present,the publicandthe

PrlVate,mythandhistory:butaturnofphraseorpersonality,auSeOfthebizarreand

SenSationalfbrtheir own sake,Which hasthenet efftct ofcreating distance･For

reglOnalismissubstituted aformoflocalcolor...inwhichthegapbetweendrama

andaudienceseemsdeliberatelywidenedsothatthelattercanrevelwithoutcompunction

inacontemporaryHGothickりfantasy･1

つまりGrayによれば､WilliamSは､気怠い暑さ､ミシシッピー･デルタ地帯のプラ

ンターの大邸宅､ニュー･オーリアンズ下層階級のアパートなど南部特有の背景の

中で､肉体的､精神的に異形の登場人物達が繰り広げる乱痴気騒ぎ､リンチ､強姦､

去勢､暴力を効果的に提示しているが､その底に真に｢南部的｣といえる視点を持っ

ている訳ではない｡そして彼が南部を描き出すために多用している手法が､観客や

読者に与える効果とは､そのような暗いファンタジーを気軽に楽しむための｢距離｣

を彼らと作品の間に作り出すことなのだ､ということになる｡

筆者はGrayのこの分析に全面的に賛成することは出来ない｡Faulknerを始め､

EudoraWelty､CarsonMcCullers､FlanneryO,Connorといった､彼が高く評価して
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いる作家達のものに見られるのと同じように､Williamsの作品にもまた南部を見据

える確固たる視点が存在している｡それは､W.J.Cashが提示する､現代における

南部的精神の二つの潮流､個人主義と共同体としての一体感2 の矛盾を引き受けた

上でそれを解消しようとするもので､共同体の秩序を乱しても自らの生き方に殉じ

る人物と､個人主義を許そうとしない制度の信奉者のどちらもが､実は､誰とも共

有し得ない理想を掲げた｢個人｣であることを明らかにし､孤独な｢個人｣同士の

間に流れる共感こそが､人間を真に結ぶことが出来る､という信念である｡

しかしながら一方で､先に述べたGrayの論は､非常に納得できる分析をも含んで

いると言って良い｡それは､Williamsの作品世界が｢技巧的｣なものだという指摘

である｡1961年の時点で彼自身が自分の作品中最も写実的である､3 と考えていた

CbtoT"HbtnnRoqfにおいてさえ､･Williamsは"Thesetshouldbefarlessrealistic

thanIhavesofarlmpliedinthisdescriptionofit:,4 と指示しているが､このことからも､

彼も作品の中には常に｢リアリズム｣とは相反する要素､彼自身の言葉を借りれば

"poetic"なるもの5 が存在していることが分かる｡その結果､作品に提示された世

界が､技巧的/装飾的とみなされ得ることは確かである｡しかし､その技巧性､絶

えず観客/読者に示され続ける｢装われている｣という感覚は単に｢距離｣を生み

出しているだけなのだろうか｡むしろ｢距離｣を作り出そうとする意図の中に､

WilliamSの人間存在に対する独自の視点が表されているとは考えられないだろうか｡

本稿の目的は､彼が作り出したおそらく最も｢魅力的でありかつグロテスクな人

物｣､`BlancheDuBoisとStanleyKowalski､が登場するAStreetc｡,肋medDesi,eに

おける､技巧的或いは｢誇張された｣人物造形に注目し､Williamsがこの劇中にお

いて我々に提示しているセクシュアリティーに対する視点を検証することである｡

AStreetcarNdmedDesireの軸となっているものが､BlancheとStanleyの対立であ

ることは言うまでもない｡彼女が､妹であり彼の妻であるSte11a と彼の仲間である

MHcbを､いかにして彼から引き離し自分に惹き付けようとするか､そして結局はい

かにしてその必死の試みを彼によって阻まれるかがこの劇を動かすダイナミクスに

なっている｡更に､プロットのレベル以上に､様々な対立概念が作者によってこの

両者に託されていることもまた明らかである｡FosterHirschは､二人の｢アレゴリ

カル｣な人物の対立を次のように説明している｡

Blancheisaco.mplexvariationonAlma's(inSummerandSmoke)soul-SPirit,Stanley

amorepotentversionofDr･JohnBuchanan's(Ibid.)body-Spirit.RomanticBlanche

andnaturalisticStanleyarelockedinsymbolicconflict:Culturefightsvulgarity,and

istrampled.6(括弧内は筆者による)

H正scbが言うように､両者に託されているのは精神と肉体､理想と現実､文明と野

性といった対立なのだが､ここで注目したいのは､病と健康､或いは異常と正常と
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いうメタファーである｡この劇はBlancheの精神的な健康が致命的に損なわれ､つ

まり彼女が狂気に陥り､対照的にStanleyの健康で旺盛な生殖力が実を結ぶ､Stella

が彼の子供を出産するという結末に向かって進んでいくのだと解釈することも可能

であると思われる｡

第一場から､WilliamsはBlancheを｢病んでいる者｣として､またStanleyを｢健

康な者｣として､鮮やかにその差を際だたせている｡Blancbeは｢強い光には耐えら

れない｣繊細な美しさを備えた｢蛾｣を思わせる人物であるとされq,245)､猫の鳴

き声にも怯えるほど神経過敏であり(Ⅰ,250)､Stellaを相手に喋り散らすかと思えば黙

り込み､また喋り出すq,250-30)｡しかも､彼女は自分の､特に精神的に不安定な健

康状態についても､妹とその夫に対して再三口に出している(=Iwassoexhaustedby

al1I'dbeenthroughmy-nerveSbroke…･Iwasonthevergeof-lunacy,almost!"(I,245),

"Ican'tbealone!Because…Ⅰ'm-nOtVeryWell….,,(Ⅰ,257),"Travelingwearsmeout.,,(Ⅰ,

267))｡一方､Stanleyは､生命力と性的なエネルギーに溢れた｢雄鳥｣として提示

されている｡

血f椚αり堺f〝旭わe加gf∫エ〝甲板東山α〃九由∽OVe椚e〝鈷α〃dαと血de鼠∫血ceeαrJ由∫J

∽α〝力00d助ece〝rerqr旭J重力α∫わeeJ‡〆eα∫〟reW肋wo∽e均血gfv加gα〝dね肋1gq′

fち〝Ofw油weαた加血なe〝Ce,d甲e〃de〝r加わ㍍w肋如クOWerα〝d〆deげαrねカケ

摩α血red仇αJeわfr加∽0〃g力e〝鼠(Ⅰ,265)

我々は更に､BlanCheの状態について語ろうとする時､作者がしばしば用いる表現

から､彼女の病名を推察することが出来るかもしれない｡それは｢ヒステリー｣で

ある0彼女の第一声は｢ややヒステリックなユーモアをもって｣q,246)語られる｡

また､DuBois一族が所有してきた邸宅BelleReveを手放さざるを得なかった事実を

巡る姉妹の間のやりとりは非常に示唆的である｡

Blanche:Ⅰknow,Iknow･ButyouaretheonethatabandonedBe11eReve,nOtI!

Istayedandfoughtfbrit,bledfbrit,almostdied'fbrit!

Stella:Stopthishystericaloutburstandtellmewhat,shappened?Whatdoyou

meanfbughtandbled?Whatkindof-(I,260イタリックは筆者による)

第一場においてヒステリー症状を示すものとして我々に提示されているBlanCheの餞

舌は､確かにGrayが指摘するように､非常に技巧的/誇張的と言わねばならないだ

ろう｡彼女の技巧に満ちた振る舞い､誇張された言葉はこの劇の全編を貫いて提示

され､劇の進行につれて､第五場ではStellaによって"morbid"(Ⅰ,332)とみなされて

いる｡そして､後にしてきたローレルでの､彼女の兵士達との放埼ぶり､見知らぬ

男達を相手の娼婦的な振る舞い､教え子の誘惑といった性的な堕落を暴き出した

Stanleyにとっては､彼女は"dowmightloco-nutS"(Ⅰ,361)に他ならない｡
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言うまでもなく､｢ヒステリー｣とは精神病理学上の｢病｣であり､乃e血叩Cわー

クedcβfc血〃αりげ勒C力0わ紗では次のように定義されている｡

【Hysteriais]Neuroticdisorderinwhichpsychologicaland/orphysicalfunctioningis

disturbed(e･g･inrespectofemotionalcontrol,mOVement.‥)withoutanyevidence

Ofphysicalpathology,andwith someindicationofpsychologlCalmotivation‥‥

Freud's血stpsychotherapeuticinvestigationswereintocasesofhysteria,Whosesymp-

tomshelregarded
asthesymbolicexpressionofwishesthathadbeensu切ectedto

repressionbecauseofthehconnectionwithsexualguilt･7

もちろん本稿の目的は､Blancbeが厳密にヒステリー患者であるのかどうかについて

答えを出そうと言うものではない｡しかし､少なくとも､彼女が｢ヒステリーとい

う病｣と緊密に結びつけられていることは確認しておく必要があるように思われる｡

興味深いことに､定義に沿うかのように､BlanCheの感情に対するコントロールの喪

失は､肉体に関する自制の効かなさを伴っていることが第五場において描かれてい

る｡

Blanche:[hystericalb,]Iwon't,Ipromise,I'llgo!Gosoon!Ⅰwi1lreaLb,!I

WOn'thangarounduntilhe-throwsmeout‥.

阿ん∽C九e血g鳥∫成′･〟少α〝dgrαわ∫血gわ∫ちわ〟J九erんα〃d∫九αたe∫∫OJfα血0∫=毎∫

舟0椚力ergrゐ虚･蝕JJ叩0〟相加αたef加納egJα∫∫.〟伽∽∫OVerα〃d甲此

β血〝C力egブリ田叩ねrc加gcJツ.】

Stella:Whydidyouscreamlikethat?

Blanche:Idon'tknowwhyIscreamed![continuingnervous少】Mitch-Mitchis

COmingatseven･IguessIamjustftelingnervousaboutourrelations.【Shebeginsto

ぬ旋r呼i坤α乃舶′eα渥田∫姉‥(Ⅰ,333-34)

自らの過去の性的放蕩を隠し､慎み深く優雅な｢南部淑女｣として沌tcbを惹き付け

なければならない､そして過去を暴き出し､彼女を破滅させようとしているに違い

ないStanleyから逃げ出さなくてはならないという極限の緊張状態にあるBlanCheは､

コーラがこぼれるという些細な出来事に｢つんざくような｣悲鳴を上げるだけでは

なく､グラスを掴むという肉体的な行為にも時として困難を感じていることが分か

る｡Wiuiamsは彼女を､精神病理学上｢異常な｣ものとして､少なくとも｢正常と

はいえない｣ものとして我々に示していると言ってよいだろう｡この視点から見る

ならば､既に述べたStellaとStanleyの判断は正しいのである｡

それでは､精神病理学という観点を超えて､ヒステリーと深く結びつけられてい
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るBlancbeの人物造形を論じることは出来ないだろうか｡上述した定義の中でも触れ

られていたように､Reudはヒステリーを､セクシュアリティーに関する制度､或い

は｢法｣からの逸脱と関係づけている｡DianaFussはこのFreudの分析を受けて展開

されている､フェミニズム､或いはジェンダー研究の分野での近年の様々なヒステ

リー論の中から二人の理論家､JacquesI.acanとLuceIrigaray､を取り上げて整理し

ているが､それによると､前者はヒステリーを､セクシュアリティーを規定する法

への適合に｢失敗した｣ことを指し示すものであると考えているのに対し､後者は､

そのような法の｢拒否｣であるとみなしている｡しかしいずれの場合にも､ヒステ

リーは法の｢対極にあるもの｣であるという点では共通しているとFussは言う｡8

AStreetcarNdmedDesireに戻って考えてみると､BlancheDuBoisがセクシュアリ

ティーを規定する法の逸脱者､或いは法に疎外された者であることは間違いない｡

既に指摘してきたように､第七場においてStanleyが勝ち誇ったように彼女を｢全く

の気違い｣と決めつけることが出来るのは､彼女が性的に放埼な生活を､社会が持

つ､｢健全さ｣を規定している性道徳に照らして､厳しく断罪して然るべき生活を

送っていたことが明らかになったからである｡更にWilliamsは､彼女がセクシュア

リティーの法に抵触する危険をはらんだ人物であることを､第七場でStanleyからの

情報として､第九場ではBlancbe白身からの告白として｢語らせる｣だけではなく､

彼女にそのような行為を｢行わせる｣ことによっても､はっきりと我々に示してい

る｡第五場で､彼女は新聞料集金係の少年を誘惑し､キスした後で"Itwouldbenice

tokeepyou,butI'vegottobegood-andkeepmyhandsoffchildren."(Ⅰ,339)と言う｡教

え子を誘惑したために辞職せざるを得なかったという経歴を持つ彼女は､その行為

が｢悪いこと｣であると認識している｡また第二場において､彼女は義理の弟に｢い

ちゃついて｣みせる("Yes,Iwasnirtingwithyourhusband!"(Ⅰ,285))のだが､このほ

とんど性的な挑発が､法/制度に対してどのような意味を持つのかは､両者に十分

意識されている｡

Stanley:ThereissuchathinginthisstateofbuisianaastheNapoleoniccode,

accordingtowhichwhateverbelongstomywifeisalsomine-andviceversa･

Blanche:My,butyouhaveanimpressivejudicialair!

【鱒e乎rり′∫んer∫eゲw肋鮎rαわ血zer;血〝p軸物甲r叩∫烏血w肋止肋∫eたe∫血

のわ椚fze川〝d∫Jα∽ぶffdow〝0〝助eゐ-e∫∬r.∫力e血-0購わαCた加r九eαdα〝dね喝九∫.】
Stanley:IfIdidn,tknowthatyouwasmywife,ssisterI,dgetideasaboutyou!

Blanche:Suchaswhat!

Stanley:Don'tplaysodumb.Youknowwhat!(Ⅰ,280-81)

更に重要なことに､この場面でBlancheとStanleyの法に対する立場の違いがはっき

りと現れている｡彼が振りかざす｢ナポレオン法典｣は､彼の言うところによれば､

結婚している男女間の､互いの所有物に対する権利の保障である｡しかし､この｢法
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典｣には重大な前提が隠されている｡JudithButlerは社会の法の本質を"theconver-

gent powerregimes ofmasculine andheterosexist oppression"とみなしているが､9A

Streetcar肋medDesireにおいても､この分析は当てはまる｡つまり､Stanleyが求め

ている結果は､妻の財産を夫である自分が管理出来るということであるからだ｡ま

た､妻に対する支配権だけでなく､Stanleyは後に､仲間のMitchについても自分の

影響力を維持しようとする｡Mitchをセクシュアリティーのコードから外させまいと

する彼は､一種の家父長的存在として法の内側に君臨してい･る者であり､この段階

ではBlanCheにも法に従うことを強く求めている｡それに対してBlanCheが取る戦

術は､むしろ法に対する挑戦であることから考えても､彼女は法の外側に止まって

いようとする人物として措かれていることが分かる｡

ここで､再びHirschの分析を参照してみたい｡まず､Hirschは､BlancheがStan-

leyに対して取る戦術を"thewell-praCticeddefensesofSouthemcharmandaristocratic

decorum"と呼んでいる｡10 そして､この劇が作者の主義主張をそのまま表したテー

ゼ･ドラマではなく､"Williams,scomplicatedresponsetohisrepresentativesofartand

nature"が窺われると指摘しているのだが､11技巧性/誇張性という性質について
は専らBlanCheに振り分けているように思われる｡この分析は妥当であると言えるだ

ろうか｡結論から先に述べてしまえば､Stanleシもまた､技巧的とは言えないかもし

れないが､誇張された言動の持ち主として提示されていることは明らかである｡

Blancbeが自己の外見に非常に気を使い､見られていることを敏感に感じとりながら

行動するように(特に第三場では､仕切り幕から漏れてくる光の中に下着姿で立っ

ている(Ⅰ,293)､彼もまた､女性の視線の前に度々自らの肉体を曝している｡劇中､

彼は実にしばしば女性の前で半裸になり､着替えをする｡加えて､彼の言語表現は

時に大変誇張されている｡第二場で､BlanCheのトランクをかき回しながら彼は怒鳴

り続ける｡

Stanley:Andwhathavewehere?Thetreasurechestofapirate!

Pearls,RopeSOfthem!Whatisthissisterofyours?adeep-Seediver?Bracelets

Ofsolidgold,tOO!Whereareyourpearlsandgoldbracelets?

Anddiamonds!Acrownfbranempress!

Stella:Arhinestonetiarasheworetoacostumeba11.

Stanley:What'srhinestone?

Stella:Nextdoortoglass.(Ⅰ,274-75)

このやりとりは､前場での姉妹間のものを思わせる("Blanche:OutthereIsupposeis

theghoul-hauntedwoodlandofWeir!/Ste11a:No,honey,thosearetheL&Ntracks･"(I,

252))｡どちらも自らの感情がたかぶっているために言葉がより誇張された表現へ
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と上滑りしている｡そして､リアリスティックに解説をするのはどちらの場合にも

Stenaの役割である｡更に､最初のポーカー･ゲームの夜には､彼は苛立ちと怒りま

かせて妊娠中の妻を殴り､愛情にまかせて通りで妻の名を吠えまくる(第三場)｡

そして注目すべきことは､酒と感情に操られている彼を､Blancheが"Lunacy,abso-

lutelunacy!"(I,303)として見ていることである｡これらの､Blancheから見れば｢気

違い｣じみた誇張性は､Stanleyが感じているやはり｢気違い｣じみた彼女の性質に

重なり合っていることが分かる｡つまり､両者は技巧性/誇張性の点で一致してし

まうのだ｡LeonardCasperは､この両者が"diametricallyopposed丘gures,,として措か

れていることを確認した上で､次のように議論を続けている｡

Itmaywellbethattheplay,sgreatestironyliesinthemutualmirronngofBlanche

andStan1ey;itsgreatestdelusionintheefforteachmakestosmashthatmirrorandits

renectedtruth…･Each行gurelungesagainsttheotherasp両ectionoftheinnerself
withwhichneithercancopedirectly･12

つまり､ここで問題になっている｢一致｣は､｢相互的な｣作用であると言うこと

が出来る｡高い精神性を追い求め､レディーとして｢装っている｣Bkmcbeが､実は

性的な欲望に身を任せざるを得ない存在でもあったという､BlancheからStan1eyへ

の接近の方向を指し示しているだけではなく､｢健全な｣野性を表しているはずの

Stanleyの中に､｢病的な｣要素が見て取れるという､StanleyからBlancheへの矢

印をも含んでいるのである｡

このことは､両者の法に関わる立場を考えてみると､いっそう興味深い｡Reud､

hcan､Irigaraiらの分析に沿って考えてみれば､Blancheの誇張性/ヒステリー症

状は彼女が法の外側にいることの証であった｡しかし､Stanleyは法の内側にいる者

である｡Wi11iamsはAStreetcarNbmedDesireにおいて極めてラディカルな方法でヒ

ステリーを措いていると言ってよいのではないか｡ヒステリー的な要素は､法の外

側でのみ現れる現象ではなく､内側に位置する者にも存在している｡そして､この

ように､法の外と内､異常と正常の区別が曖昧であることを強調しているのが､

Blancbeの死別した夫､A比mの存在である｡彼女は彼がホモセクシュアルであるこ

とを知らずに彼を熱愛し､結婚するが､ある晩､その事実を知ってしまう｡そして､

彼女は彼を非難し("`Isaw!Ⅰknow!Youdisgustme‥.",(I,355))､彼はピストル自

殺を遂げてしまう｡Blancbeの過去に埋め込まれたこのエピソードは､彼女も以前､

Stanley と同じように､法の内側からアウトサイダーを糾弾した経験があることを示

している｡つまり､BlancheとStanleyの対立の中で､異常対正常､法の外側対内側

という区別が揺るがされているだけではなく､BlancheDuBoisという一人のキャラ

ククーの人物造形においても､それらの対立項は混じりあった形で提示されている

のである｡

法に照らした異常対正常の境界が曖昧化され､法の外と内という二元化が崩され
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た結果浮かび上がってくるものは､Buderが言うように､家父長制的なセクシュアリ

ティーの法の架空性である｡13williamS は､この劇において､明らかに法を一つの

フィクションとして措いている｡法の側に身を置いているStanleyは､自分こそが

Kowalski家の家父長であることをBlancheとStellaの前で宣言する際に次のように

昌つ0 化RememberwhatHueyI･OngSaid-`EveryManis aKing!,AndIamtheking

arohndhere,SOdon,tforgetit!"(Ⅰ,371)この言説はひじょうにアイロニカルな効果を上
げている｡確かに人間が誰でも王/家父長になれるのならば､彼がその座について

もいいかもしれない｡しかし､このことは､彼だけが｢この辺りの王様｣になるこ

とを保証するものではない｡実情は､この科白の直前に見られるように､彼は､食

器をテーブルから叩き落とすという暴君としての振る舞いを行っているからこそ､

｢王様｣なのである｡更に､最終場において､彼は自分の｢つき｣の秘訣について

自慢げにポーカー仲間に言って聞かせる｡

Stanley:Youknow
whatluckis?hlCkis believlng yOu,relucky･Take at

Salemo･IbelievedIwaslucky･Ⅰ丘guredthat40utOf5wouldnotcomethroughbut

Iwould‥･andIdid･Iputthatdownasarule･Tbholdfrontpositioninthisrat-raCe

you'vegottobelieveyouarelucky.(Ⅰ,403)

ここでも同じアイロニーが見られる｡｢ついている｣ことと｢ついていると信じる｣

こととの関係は､前者が後者の結果なのではなく､前者が後者のような状況を作り

出しているのである｡更に重要なことには､Stanleyは､この因果関係の捻れた論理

を､現実の｢競争社会｣の｢規則｣とみなしている｡既に議論してきたように､彼

が､妻や仲間に対する支配力をBl皿Cheという侵入者から守ろうとする際に用いた手

段は､家父長制的な法に照らして彼女を糾弾し､排除することであったことと考え

あわせれば､彼の処世的な規則が法そのものと重なり合っていると判断できる｡こ

こで措かれている､Stan1eyの姿に託された法のあり方は､Fussによる､法とヒス

テリーとの関係についての分析の中に的確に言い当てられていると言って良い｡

㍑Thehystericisationofthelawthusperfbrmsaninstrumentaliole‥themutenessorsilent

aporiaattheheartofthelatvmakespossibleitsarticulationasthelaw.,,14 Fussが言うよう

に､家父長制的な法の｢体現者｣であり､且つヒステリー的な振る舞いの行為者で

もあるStanleyは､｢法の核心にある論理的難点｣､法を法たらしめている根拠､具

体的に言えば､彼にのみその資格が与えられていることに対する理由､を問わない

でいることによって､まさに､｢家父長｣として君臨出来るのである｡つまり､｣

Streetcar肋medDesireにおいて､Williamsによって我々に提示されている､セクシュ

アリティ⊥を規定している法とは､Stanleyが､自らの力を守るためのもの､Casper

の言葉を借りれば"adefensemechanism"､15 というよりも､偶然力を誇示できる状

況に在ったために創作した､彼の力の架空の｢源｣である｡彼が遵奉しているもの

ではなく､彼が思い描く､ひとつの理想なのである｡



以上論じてきたように､TennesseeWilliamsのASt,eetCarNdmedDesireは､決し

て､戯画化された登場人物達がありそうにない事件を引き起こしているのを､観客

/読者が安心して楽しめるといった単なる娯楽作品ではない｡彼の技巧的/誇張的

な人物造形は､まさにその誇張そのものを意識せざるを得ないよう意図されたもゐ

であると考えられる｡そして､誇張して描かれたキャラククー達の中に存在する､

鋭く対立する要素をまず提出し､対立が引き起こす緊張の高まりの中で､その二元

的な構図の境界線が徐々にぽやけていく過程が措かれていくのである｡セクシュア

リティーの法の両側に位置するものが次第にその間隔を縮めていく結果､法そのも

のが浮き上がり､我々の関知するところとなって.いくという問題提起の方法は､非

常にラディカルな､法にとっては破壊的な､セクシュアリティーに対する作者の視

点を反映している｡
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